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「未来の担い手育成プログラム研究校」実績報告書（２年次） 

 

１ 学校名等 

学  校  名 向日市立寺戸中学校 校長名 竹林広司 

研究教科・ 
領域等 総合的な学習の時間および各教科 

研 究 主 題 「仲間とつながり、目標に向けて支え合いながら取り組める生徒集団の育成」 

研究の目的 

今後、社会を生き抜いていくためには認知能力と非認知能力の双方を育む必要
がある。本研究を通して、教職員が非認知能力について学び、その重要性につい
て共通理解を図る。そして認知能力に加え、非認知能力を意識した指導や支援を
行うことで研究主題にある生徒集団の育成に迫ることを目的とする。 

学 年 １年 ２年 ３年 特別支援 合 計 
教職員数 

※校長・教頭を含む 

学 級 数 ５ ５ ５ ２ １７ 
３８ 

児童生徒数 １６８ １７８ １６５ ６ ５１７ 

 

２ 研究校の概要 

（１） 生徒の実態 

 強み ・まじめで何事にも真剣に取り組む。 

    ・部活動に熱心に取り組んでいる。 

    ・教師との信頼関係が築かれている。 

    ・授業規律が保たれている。暴力事象は少ない。 

    ・あいさつができ、学校全体の雰囲気は明るい。 

 弱み ・指示されたことはできるが、自分で考えて行動する力に課題がある。 

    ・人間関係のトラブルを自力で解決していくようなコミュニケーション力に課題がある。 

    ・計画的な学習が十分でなく、学習塾等に頼った学習スタイルの生徒が多い。 

 

（２） 研究体制 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 



月日 内容 詳細
4月3日 校内研修 昨年度の取組と今年度の研究イメージ
6月15日 教科部会 求める生徒像と授業づくりについての確認
9月2日 教科部会 非認知能力とコロナ禍の授業について
9月 授業公開 公開授業週間の設定

９月～１０月 取組 体育祭の取組
12月4日 校内研修 研究テーマを意識した研究授業と事後研修
1月13日 教科部会 研究テーマを意識した授業改善と指導案づくり
1月22日 校内研修 １年生による校内授業公開と事後研修
2月下旬 質問紙調査 社会的自己制御尺度（2008）の実施
通年 研究通信 研究の進捗状況の視覚化

３ 主な研究活動 

 研究全体 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

研究部通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題解決型学習に関する取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容等 月 日 曜日 時 教科 留意点
非認知能力について 6 10 水 6 総合 黙想の活用
非認知能力について 6 17 水 5 総合 目標達成シートの活用
非認知能力について 6 24 水 6 総合 将来設計シートの活用
探究活動について 8 26 水 5 総合 探究活動の進め方について
探究活動について 8 26 水 6 総合 職業観について（問いの作成）
調査と発表に向けて 9 2 水 5,6 総合 「働くとは？」考察
発表に向けて 9 11 金 5,6 総合 発表物作成、発表準備
クラス内発表 9 15 火 1 総合 発表
発表の振り返り 9 16 水 5 総合 発表の振り返り　改善点の考察
iPS細胞について 9 23 水 5,6 総合 動画等による学習

iPS細胞について 10 7 水 2 総合
リモート（Zoom）による

京都大学iPS細胞研究所出前学習

iPS細胞について 10 21 水 2 総合
リモート（Zoom）による

京都大学iPS細胞研究所出前学習
課題提起

iPS細胞について 10 21 水 6 総合 iPS細胞についての課題設定
レポートの作成 10 28 水 5,6 総合 iPS細胞における倫理的課題とその考察
チーム決定と計画 11 4 水 5 総合 作成したレポートによる学級ごとのチームづくり



調査と発表に向けて 11 4 水 6 総合 調査結果の交流
調査と発表に向けて 11 11 水 5,6 総合 調査結果の交流、発表物作成、発表準備

プレゼンスキルについて 11 18 水 5 総合 NHKティーチャーズライブラリーを活用
発表に向けて 11 18 水 6 総合 発表物作成、発表準備

プレゼンスキルについて 12 2 水 5 総合 NHKティーチャーズライブラリーを活用
発表に向けて 12 2 水 6 総合 発表物作成、発表準備
発表に向けて 12 9 水 5,6 総合 発表リハーサル

発表 12 11 金 6 総合 3年生に向けて発表①
発表 12 14 月 1 総合 3年生に向けて発表②

発表の振り返り 12 16 水 4 総合 発表の振り返り　改善点の考察

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都大学 iPS細胞研究所職員によるリモート授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ３年生に向けた発表の準備をしている様子 

 

       発表資料の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生に向けて発表している様子 

 



４ 今年度の研究の成果と検証 

 ・コロナ禍においても学校全体で非認知能力の育成を意識した授業改善の取組を進めることがで

きた。継続的な研究通信の発行および校内研修を実施することで、年間を通して教職員が研究

主題・副題を意識した授業改善の取組を行うことができた。 

 ・第２学年においてリモートによる京都大学 iPS細胞研究所と連携した取組を行い、正解のない

問いを通して非認知能力を育てる活動を行った。また、昨年度活動した第３学年に向けて成果

を発表する機会を設けることで取組に対する生徒の意欲向上が見られた。 

 ・第３学年における各教科のレポート課題や生徒会の活動において、昨年度行った「iPS 細胞を

用いた治療に関する倫理的課題の考察」の活動の成果（目的の明示、結果と考察の質、参考文

献や引用資料の提示など）が見られた。 

 

５ 今年度の課題 

 ・新型コロナウィルス感染症による影響により、令和２年度においては各種学力テストを活用

した客観的な学力分析をすることができなかった。認知能力・非認知能力の基礎にあるもの

を「自己肯定感」という考えで研究を進めていることを考えると、生徒の自己肯定感につい

ての分析を行うべきであったと考えられる。 

 ・教職員の異動により前年度の実践の成果や課題についての共通認識が低かった可能性があ

る。次年度はこれまで２年間の実践および成果と課題についての交流を深めることから始め

ていく。 

 

６ ３年次の研究構想 

 ・岡山大学中山准教授と連携した、認知能力と非認知能力の両方を意識した授業改善および学級

づくりの推進 

 ・京都大学 iPS細胞研究所と連携した、正解のない問いを通して非認知能力を育てる活動の実施 

 ・１年生：「自己肯定感」、２年生：「非認知能力」を育てる活動の実施、３年生：本年度の研究を

通してつけた力を通して、高校進学にとどまらないキャリア意識を伸ばす活動の実施 

 ・自己肯定感、非認知能力についての数値によるデータ分析と考察をもとに非認知能力に対する

教職員の意識の変容を図る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒が作成した発表用資料（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒が作成した発表用資料（２） 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組の振り返り記入例（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組の振り返り記入例（２） 


